梅沢ゼミ企業実習連絡会　キックオフミーティング
議事概要

１．日時　　2006年12月15日（金）　午後２時～６時

２．会場　　大東文化会館３階 302 号室　及び １階 メインホール

３．学外からの出席者ご芳名（企業名五十音順）

 （株）シーエーシー 

　　中村小雪様　
経営企画部　人事グループ

　　大町吉彦様　
経営企画部　人事グループ

　　芳本靖夫様　
経営企画部　人事グループ

　大和ハウス工業（株）

　　能村盛隆様　
東京支社人事部

　　松木さやか様　東京支社人事部採用・教育グループ
東急ホーム（株）

岡島秀樹様　
経営企画部
赤城昌志様　
経営企画部

 （株）日立製作所

　　坂梨公一様　
金融システム営業統括本部　金融営業第一本部　第三部

（株）みずほコーポレート銀行

　　本山博史様
ITシステム統括部

（株）リクルートメディアコミュニケーションズ

　　森真吾様    
HR総合制作部　企画統括課
４．学生参加者　　１～４年生約４０名。

５.  プログラム

14:00


　・開会挨拶　梅沢豊

　・講演　『「社会人基礎力」について』　

　　　みずほコーポレート銀行　執行役員 ITシステム統括部長 本山博史 様

15:15

 　休憩
15:30　
・フリーディスカッション
　「「梅沢ゼミ企業実習連絡会（仮称）」の今後の進め方について」

（１）企業側出席者自己紹介
（２）会の目的

	　
	企業側
	学生側

	目的
	①人事担当として人材の育成・開発や獲得に向けての情報交換および調査／研究を行なう
	①有能な社会人になる為に必要な能力向上の場とする

	
	②今の学生を知る
	②今の企業を知る

	
	③学生の指導育成を目指して良き相談相手になる
	③企業研究の機会・対象を広げる

	
	④インターンシップ・プログラムを改善する


　企業側、学生側それぞれに、上記の ①～④ の目的を追求していくことが決まった。
（３）調査・研究・討議課題

	　
	企業側
	学生側

	調査・研究・討議課題
	①人材の育成・開発に向けてどの様な方策が有効か
	①社会人として有能な人材になる為には、在学中にどの様な学習をしておいたらいいか

	
	②最近の若者はどのような職業観・意識をもっているか
	②最近の企業ではどのような人材開発／人事管理がおこなわれているか

	
	③就職を目指す学生へはどの様な情報提供が必要で有効か
	③自身の進路を的確に判断できるようになる為にはどの様な情報を収集したらよいか

	
	④企業はどうしたら学生から見て魅力的に見えるようになるか
	④就職試験で企業の人事担当者・面接者に高く評価されるには、どの様な人間性を磨けばよいか

	
	⑤インターンシップ・プログラムをどのように改善するか


　企業側、学生側それぞれに上記の ①～⑤ の調査・研究・討議課題を追求していくことになった。
（４）運営方法

　企業側、学生側それぞれに、上記の目的、及び調査・研究・討議課題の追求が双方向的になされるような種々のイヴェントを相互に企画・立案・実施していくことになった。
（５）メンバーシップ
　企業側は、各社の方針によって組織での参加あるいは個人での参加のいずれをも選択しうること、学生側は梅沢ゼミ生を中心に会の目的や調査・研究・討議課題に感心を持つ学生の任意参加とすることが決まった。

（６）名称
　差し当たり「梅沢ゼミ企業実習連絡会」と称することになった。

（７）その他

　次回は、１月下旬か２月上旬に、梅沢ゼミ４年生が、各自の就職体験談を本音で語ることが決まった。

17:00

　・懇親会

18:00  　散会

６．当日ご欠席の学外からの参加者ご芳名（企業名五十音順）

（１）オンライン、オフラインのいずれにもご参加

（株）クリエイト・レストランツ　

小此木秀雄様　人事総務グループ　採用チーム　

合同酒精（株） 

美川真人様
総務部人事グループ　

メルシャン（株）

山田一幸様
人事部
濱木博文様

人事部

（２）オンラインのみでのご参加

（株）飯田 

中村美津子様　管理部　

以上
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